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令和３年度合い言葉
元気なあいさつ笑顔が一番、仲間を認め合い、地域と共に創る魅力ある学校

（学校便りのこの欄は、生徒の皆さんに読んで
欲しい内容が中心です。）

「おはようございます」

朝、玄関に立っていると、８割の生徒が、すす

んで挨拶をしてくれます。

残り２割の生徒は、私から「おはようございま

す」と言うと、「おはようございます」と返して

くれます。

ただ、わずかなのですが、こちらから「おはよ

うございます」と言っても、何も言わずに通り過

ぎていく生徒もいます。

そのとき、ちょっぴり胸が痛むのと同時に、色

々なことを考えます。

「朝何かあったのかな」「挨拶するのが照れく

さいのかな」「挨拶したくないのかな」「校長先生

はいやなのかな」等々…

「おはようございます」たかだか９文字の言葉

を言うだけの行為なのですが、どうでしょう、人

に与える影響は大きいと思いませんか？

さらに、「おはようございます」を自分から言

ってくれる生徒も、きちんと目を合わせて言って

くれる生徒と、中空を見つめ呪文を唱えるように

通り過ぎる生徒に分かれます。

皆さんなら、どちらが良いですか？ どちらが

心地よく感じますか？

困ったことに大人にも挨拶がきちんとできない

人がいます。「できない」というよりは「しない」

と言った方が良いかもしれません。

まったく知らない人たちと２週間ほど研修旅行

をする機会がありました。研修が終わる頃には、

互いのことを知り合い、多くの人と友達づきあい

ができるようになります。その途中、仲良くなっ

たある人が「●●さんとはちょっと合わないな…」

とつぶやくのを聞きました。なぜかを問うと、「い

や、●●さん、明るいけど、挨拶できないんだも

の」と教えてくれました。

世の中では、挨拶ができないことが、そのまま

その人の評価につながることがあります。「挨拶

もできない人」という評価です。この「挨拶もで

きない」の言い回しには、「挨拶すらできない」

という感じがこもっています。「挨拶はコミュニ

ケーションの基本中の基本、できていて当たり前、

それすらできないなんて」というニュアンスです。

同じように、「時間も守れない人」・「服装がだら

しない人」というように、その部分だけで、その

人が評価されてしまうことは多々あります。

それについての賛否はともかく、挨拶ができな

いことで、自分の人間性をおとしめている、自分

が損をすることがあるのは確かです。

学校はひとつの社会をつくっています。人と人

がともに同じ空間にいて、同じ時を過ごし、行動

をともにする。その過ごし方や行動のしかたを学

んでいます。その場にあった対応ができること、

時と場所をわきまえた行動がとれること、成績を

良くすることより大事だと思います。ある意味学

校は、大人になるための練習場所と言ってもいい

でしょう。そこが、気持ちのこもった挨拶を交わ

すことができる場であることは、意志を伝え、交

わしあう社会を作る上でとても大切なことです。

それも、やらされる挨拶ではなく、自分から挨拶

をする。ただそれだけのことで、違う風景がみえ

てきます。

本校が、今以上に、気持ちの良い挨拶が飛び交

う学校であることを、富中生が誰に対してもきち

んと挨拶のできる生徒であることを期待していま

す。そして、それを自分達の誇り（富中プライド）

にできるようになると素晴らしいですね。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

近年、休み明けの欠席や体調不良を訴えて保

健室を利用する生徒が増える傾向が見られま

す。その理由の多くは「寝不足」や「夜更かし」で

す。

連休中は生活リズムを崩しがちになりますの

で、どうかご家庭でも規則正しい生活のご導をお

願いいたします。



《５月の主な教育活動》

注：SC…ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ、SSW…ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ
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体温等の記録を行う１学年の医療相談アプリ
の運用をスタートします。登録されたご家庭は記
録の報告をお願いします。

年３回実施します。アンケートを実施するしない
にかかわらず、悩み事などがあったら誰かに相談し
ましょう！「助けて」と言えることも身に付けたい
大切な力です。

●コロナのリスクを回避できる形で実施します！
・修学旅行…札幌市、小樽市を回避し、

２泊３日で実施
・宿泊研修…昨年度同様、ホテルに１泊
・遠足…昨年度同様、炊事をせずにバス遠足

生徒への指導の充実や学習状況の改善等に役立て
るため、例年小６，中３を対象に実施されている調
査です。リーフレットを学校ＨＰに掲載しますの
で、そちらをご覧ください。

●保護者参観日・ＰＴＡ総会・懇談会（４月17日）

●部活動発会式（４月19日）

部活動保護者説明会（４月26日）

《今年の部活動加入率》 (4月22日現在)

全 体…約71.2％（186／261名）

※加入率は昨年と同様の割合

運動系…約47.1％

（123名）

少年団……約２％

（6名）

文化系…約21.8％

（57名）

学校生活の一コマ

御出席、ありがとう
ございました。

●対面式（４月８日）
小学校とは違う生活習慣や学習内容、そして心

身の成長に戸惑い、悩み、
もどかしい感情に直面する
こともあるでしょう。しか
し、この悩みは将来大人に
なる上でもとても大切な過
程であり、とても必要なこ
とでもあります。
（生徒会長の言葉から抜粋）

ＰＴＡ総会では、今年度のＰＴＡ活動について
各員の定数の確認、今後の各員の活動の方向性に
ついて提案され、承認されました。くわしくは総
会資料をご覧ください。
なお、総会資料には「学校いじめ防止基本方
針」や特別支援教育についての参考資料も添付し
ています。親子でご覧いただきき、心配なことが
ありましたら、学校までご連絡ください。

たくさんの保護者のご出席、ありがとうご
ざいました。
部活動は保護者の方のご理解・ご協力なく
しては活動が難しい場面が多々あります。今
後ともどうぞよろしくお願いいたします。

コロナ禍において、オンライン学習等の多様
な学習形態を準備することが求められていま
す。
改めて、ご家庭のネット環境のアンケートや

タブレット端末が使用できる環境確認等を行う
必要が生じています。詳しくは３０日に文書でお
知らせしますので、ご協力をお願いいたします。


